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保護者　様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所沢市立伸栄小学校長
大舘　直美　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
「水痘（水ぼうそう）」の感染防止について

　日頃より、保護者の皆様におかれましては、学校教育にご理解・ご協力いただきありがとうございます。さて、この度、複数の学年にて「水痘（水ぼうそう）」の発生が確認されました。水痘（水ぼうそう）は、感染力が麻疹（はしか）より弱く、おたふくかぜや風疹より強い感染症です。
　つきましては、以下の点にご注意いただき、「水痘（水ぼうそう）」の感染防止に努めていただくようお願いいたします。

記

１．「水痘（水ぼうそう）」の症状が疑われた場合の対応
（１）登校前に、「水痘（水ぼうそう）」の症状【紅斑（赤い発疹）、丘疹（小さな発疹）、水疱、膿疱（膿をもった水疱）】がみられた場合は、速やかに医療機関を受診してください。
（２）医療機関を受診する際には、予め電話で「水痘（水ぼうそう）の疑いがある」ことを伝え、医療機関の指示に従って受診してください（他の患者への感染を防止するため）。
（３）「水痘（水ぼうそう）-疑いを含む-」と診断された場合は、速やかに学校まで連絡をお願いします。
（４）「水痘（水ぼうそう）-疑いを含む-」と診断された場合は、「発疹出現１―２日前から全ての発疹がかさぶたになるまで」は出席停止となります。欠席扱いにはなりません。

２．「水痘（水ぼうそう）」の予防接種について
（１）お子様が「水痘（水ぼうそう）」の予防接種を受けているかご確認ください。
　　　２０１４年１０月より、定期予防接種になりました。それ以前は、任意接種となります。
（２）予防接種を受けていない、又は１回しか受けていない方は、予防接種を受けることをお勧
めします。
①定期予防接種の期間を過ぎているため、有料となります。
②接種についての詳細は、主治医の先生にご相談してください。

３．「水痘（水ぼうそう）」について
　　空気感染・飛沫感染・接触感染です。
　　　●感染後の潜伏期間は１４～１６日であり、その後に発症します。
　　　●初期症状として、うっすらと赤い発疹が出現します。発疹は全身性で、かゆみを伴い、紅斑、
　　　　丘疹を経て、短時間で水疱となり、かさぶたになります。
　　　●一般的には、軽症で、発疹とともに、倦怠感、かゆみ、３８度前後の発熱などが２～３日間
続きます。
　　  ●空気感染によって感染するため、注意が必要です。
　　　●水痘（水ぼうそう）も、他の感染症と同様、誰もが感染する可能性のある感染症です。罹患
した場合は、しっかりと休養し、体調を整えて、焦らずに登校してください。



